




























ら extented lateral approachを用いたオーソドックスな骨接合術の成績を報告させてい
ただきました．全例に踵骨高の術後矯正損失を生じたものの，臨床成績は比較的良好で












































































































































































































































発言２： 刀圭会協立病院 津村 敬
Ollier approach と extented lateral ap-
proach（L incision）の症例が含まれていたが，








extented lateral approach（L incision）は
全例に創治癒遅延が起きるという問題がある．
一方，Ollier approachは視野悪いという問題













































































































投 稿 主題［６］Locking plate
を用いた踵骨骨折の治療成績
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発言４： 刀圭会協立病院 津村 敬
全長プレートを設置する際，上肢の場合は神
経に関する懸念から，大きく展開しなければな
らないように思うが，，，．
発言５： 土田芳彦
上腕骨の粉砕骨折に対する全長プレートとい
う確立された手技がある．MIPO でも可能で
ある．
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